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『文藝言語研究』第 71 巻をお届けします。前巻を重苦しい思いで刊行しま

した。71 巻は査読体制を見直し、新らたな『文藝言語研究』として再出発

いたします。多くの論考をお寄せいただいた方々、査読をお引き受けいただ

いた皆様に御礼申し上げます。

以前から「水隨方円器」の出典が気になっているのですが、未だに納得で

きる説明を見たことがありません。たまたま『大蔵経』を検索したところ、『大

日経疏鈔』にこの句があるのを見つけました。一般的に理解されている意味

とは少し違うようにも思いますが、わたしの知る限りでは最も古い用例のよ

うです。先の予測がつきにくい時代となり、古人（左兵衛督直義）の、

うきなから人のためそと思はすは何を世にふるなくさめにせん

という歌が身にしみますが、できうることならば水のように時と処にあわ

せて様々にその姿かたちを変えながらも、常に本性は変わらぬものでありた

いと思います。

（小松　建男）
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